
（１）小山敬三美術館

ア　施設の概要

イ　職員の状況

ウ　予算の執行状況

歳　入（令和元年度決算額） （単位：円・％）

小山敬三美術館観覧料

小山敬三美術館基金利子収入

小山敬三美術館物品売払収入

小山敬三美術館基金繰入金

小山敬三美術館物品取扱収入

歳　出（令和元年度決算額）

（款）10教育費（項）６社会教育費（目）５美術館・博物館費 （単位：円・％）

小山敬三美術館運営事業

 1報酬

 4共済費

 7賃金

 8報償費

 9旅費

11需用費

12役務費

13委託料

14使用料及び賃借料

15工事請負費

18備品購入費

19負担金補助及び交付金

25積立金

94.5

89.4

795,000

3,061,000

3,000

2,189,000

194,000 167,746

76.4

18,000

計 18,537,000

  昭和50年10月に開館し、平成元年10月に第2展示室が増築され、平成14年4月には
小山敬三記念館が開館し、平成19年10月に収蔵庫が完成した。
　博物館法による登録年月日　昭和53年3月29日（登録番号第15号）

規　模　 美術館  建築延面積 264.74㎡　　構造　RC造平屋建
         記念館　建築延面積 115.10㎡    構造　木造瓦葺平屋建
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部２階建）
         収蔵庫　62.63㎡　　　　　　　　構造　RC造平屋建

収蔵作品等　　美術館所蔵作品218点　　借用・寄託作品19点

　教育委員会文化財・生涯学習課の所管に属し、館長（会計年度任用職員・兼務）
１名、学芸員（特別職非常勤）１名、会計年度任用職員2名、シルバー人材派遣職員
2名の計6名により施設の管理運営が行われている。

備考

備考

収入済額

3,000

94,000

131,858

2,695,700

2,735,649

支出済額

750,886

2,929,000 2,921,562

2,148

予算現額

400,000

162,500 115.2

収入率

71.6

360,300 90.1

科       目

計

予算現額

141,000

3,130,000

科       目

3,768,000

264,000

139,000

2,865,000

138,650

4,694,8614,851,000

90.0

90.2

2,815,850

84,820

3,425,618 90.9

90.9

執行率

99.7

145,000

2,703,000

64.8

96.8

11,655

86.5

90.3

99.7

238,460

570,000

2,148

100.0

99.7

93.0

570,000

71.6

17,248,175
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エ　施設の利用状況

入館者数

収入別状況 （単位：円）

オ　所見　　別紙のとおり

445,120 721,820

30年度計 366,350 488,980 855,330

11月 34,800 66,980 101,780

12月 14,700 17,360 32,060

9月 23,700 41,580 65,280

10月 29,200 46,560 75,760

7月 22,600 39,200 61,800

8月 40,300 58,680 98,980

5月 26,600 48,600 75,200

6月 14,600 39,300 53,900

計

元年度 観覧料 頒布品 収入合計

4月 38,000 44,820 82,820

30年度計 10,817 254 7,319 925 19,315

12月 304 5 124 46 479

11月 1,797 22 1,098 66 2,983

10月 961 7 570 104 1,642

9月 1,166 9 750 95 2,020

8月 1,697 107 837 66 2,707

7月 942 20 495 84 1,541

6月 802 7 634 55 1,498

5月 1,429 64 803 109 2,405

4月 1,378 22 973 227 2,600

元年度 一般
小・中
学生

団体 無料 合計

（単位：人）

2月

1月

6,70311,377

8 185 44

997 19,378

276,700

526

249 8 132 43 432

301

308

1月 7,100 14,900 22,000

545

3月 344 22 102 58

2月 11,700 8,500 20,200

計

3月 13,400 18,640 32,040
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（２）小諸高濱虚子記念館

展示品（収蔵品）

虚子筆句屏風　1双（全長7ｍの大屏風）　　　　疎開当時の資料や写真

画帖（全長4ｍ） 虚子師系俳誌主宰者短冊・色紙など

掛け軸・色紙・短冊　　　　

イ　職員の状況

ウ　予算の執行状況

歳　入（令和元年度決算額） （単位：円・％）

高濱虚子記念館観覧料

高濱虚子記念館使用料

歳　出（令和元年度決算額）

（款）10教育費（項）６社会教育費（目）６記念館費 （単位：円・％）

高濱虚子記念館運営事業

 1報酬

 4共済費

 7賃金

 8報償費

 9旅費

11需用費

12役務費

13委託料

14使用料及び賃借料

19負担金補助及び交付金

25積立金

1,700,000 100.0

1,000 247 24.7

計 9,754,000 9,432,681 96.7

備考

228,000 172,500 75.7

1,581,430

86,700

225,054

2,073,600 100.0

97.0

24,000 52,300 217.9

高濱虚子記念館物品売払収入

計

科       目

82.6

支出済額

高濱虚子記念館基金利子収入 1,000

予算現額 収入済額 収入率 備考

150,000 157,750 105.2

ア　施設の概要

床面積　　　　150.24㎡（展示室50.10㎡、会議室49.69㎡）
構　造　　　　木造平屋建瓦葺（一部コンクリートブロック造）

　教育委員会文化財・生涯学習課の所管に属し、館長（会計年度任用職員）1名、会
計年度任用職員1名、シルバー人材委託職員1名の計3名で管理運営を行っている。

科       目

247

97.4

執行率

106.1

105,000

871,000

予算現額

132,713 97.6

1,824,000

232,000

169,000 145,572

798,613 91.7

1,711,091 93.8

896,000 891,861 99.5

1,700,000

86.1

1,623,000

24.7

296,997

2,074,000

136,000

280,000
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エ　施設の利用状況

入館者数

収入別状況 （単位：円）

3月 66

5,450 6,500

11月

3月 9,000 0 1,500

1月

600

1,800 13,750

2月 7,500 6,500

1月 15 1 4

12月 11,300 7,600

7月

14,600

10,500

2月 21

30 0

14,300 6,500 4,300 25,100

計 157,750 52,300 86,700 296,750

30年度計 185,600 32,700 103,300 321,600

6,100 25,000

9月 16,800 4,000 24,500 45,300

10月 9,100 3,700 12,000 24,800

12,500 4,800 6,600 23,900

10,900 2,400 13,500 26,800

6月

3,900 19,000

5月 26,700 4,800 5,100 36,600

4月 12,800

計

30年度計

156

2 67

11月

121 141

0 6

収入合計

29 0

36 0

112

92

1

1,361486

（単位：人）

元年度

5月

7月 35 0 2 194

6

6,800

2,300

小人

1,723

無料

1

164

81

231

頒布品

155

0

8月

3

105

10月

0 4

0 15

4月

9月

0

0 118

4

114

163

40

46

83

0 8

121

2,390

166

139

98

7

31,400

1,943

12月

216124

151513

6月

元年度 観覧料

3

41

66

248204

21,400

43

施設使用料

団体大人 合計

8月 3,200

37
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館外投句賞

虚子・こもろ全国俳句大会 （単位：人・句）

（単位：人・句）

こもろ・日盛俳句祭（虚子の日盛会にちなみ開催：開催日7/26～7/28）

第10回（平成30年度）　一般参加者　184名

第11回（令和元年度）　一般参加者　180名

カ　所見　　別紙のとおり

（３）小諸高原美術館・白鳥映雪館

ア　施設の概要

白鳥映雪館　　　　　607㎡ 学芸室  　　48㎡

工芸室　  　48㎡

絵画室　  　50㎡

陶芸棟　 　 48㎡市民展示室　　　　　163㎡

収蔵品　6,872点（日本画、油彩画、水彩画、鉛筆画、ペン画、版画など）

8,135 25,939

第20回大会（令和元年度）

第19回大会（平成30年度） 2,382 9,118

2,202 8,245 6,072 21,243

小学の部 合計

応募者 投句数 応募者 投句数

第20回大会（令和元年度） 516 2,310 1,003 3,492 2,351

第19回大会（平成30年度） 586 2,322 2,845 7,303 2,322

一般の部 高校の部 中学の部

応募者 投句数 応募者 投句数 応募者 投句数

30年度 11 1 236 15

元年度 12 1 461 15

オ　事業概要

年度 小中投句数 入選数 一般投句数 入選数

イ　職員の状況

　教育委員会文化財・生涯学習課の所管に属し、館長（会計年度任用職員・兼
務）1名、会計年度任用職員（学芸員1名、事務1名）、シルバー人材派遣職員4
名の計7名により管理運営が行われている。

7,196

建物規模　延床面積　2,165㎡

第２展示室　　　　　162㎡

7,196

第１展示室　　　　　256㎡

敷地面積　8,367㎡（うち大室神社からの借地5,270㎡）
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ウ　予算の執行状況

歳　入（令和元年度決算額） （単位：円・％）

高原美術館・白鳥映雪館観覧料

高原美術館・白鳥映雪館使用料

公衆電話取扱収入

自動販売機取扱収入

歳　出（令和元年度決算額）

（款）10教育費（項）６社会教育費（目）５美術館・博物館費 （単位：円・％）

高原美術館・白鳥映雪館運営事業

 1報酬

 4共済費

 7賃金

 8報償費

 9旅費

11需用費

12役務費

13委託料

14使用料及び賃借料

18備品購入費

19負担金補助及び交付金

高原美術館・白鳥映雪館企画展開催事業

 8報償費

 9旅費

11需用費

12役務費

13委託料

14使用料及び賃借料

17,000 14,430 84.9

86.5

1,274,000 1,231,487 96.7

20,000

871,000 753,443

84.0

1,160,000 964,676 83.2

0.0

130,000

100.0

835,000

9,191,000 8,874,307 96.6

0

701,484

127,880

計 27,793,000 25,926,046 93.3

351,000 326,814 93.1

98.4

41,000 41,000

8,029,000 7,283,116 90.7

460,000 420,636 91.4

471,000 436,000 92.6

82,000 62,727 76.5

590,000 583,212 98.8

4,243,000 4,086,334 96.3

科       目 予算現額 支出済額 執行率

28,000 18,500 66.1

備考

129,000 214,700 166.4

2,248,000 2,046,360 91.0

2,000 70 3.5

60,000 41,958 69.9

65,000 61,500 94.6

高原美術館・白鳥映雪館物品取扱収入 100,000 65,632 65.6

高原美術館・白鳥映雪館物品売払収入

1,572,000 1,357,500 86.4

320,000 305,000 95.3

科       目 予算現額 収入済額 収入率 備考

計

コピー代（図書館、高原美術館ほか）
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エ　施設の利用状況　

入館者数

収入別状況 （単位：円）

オ　事業概要

カ　所見　　別紙のとおり

30年度計 1,670,200 337,750 51,500 2,059,450

10,900 54,450

1,357,500

3月 26,050 26,500 2,800 55,350

305,000 61,500 1,724,000

1月 56,200 13,200 500 69,900

計

2月 41,150

11月 132,500 8,000 6,300

2,400

146,800

12月 23,450 28,600 3,100 55,150

9月 106,900 32,650 4,900 144,450

10月 127,650 23,800 5,300 156,750

7月 163,350 46,400 8,600 218,350

8月 254,200 66,500 6,200 326,900

5月 208,400 3,300 7,800 219,500

6月 111,250 43,100 9,200 163,550

元年度 観覧料 施設使用料 頒布品 収入合計

4月 106,400 2,050 4,400 112,850

30年度計 2,980 52 525 10,769 14,326

計 2,628 50 341 10,684 13,703

3月 53 2 0 741 796

2月 85 1 0 810 896

1月 72 0 77 548 697

12月 49 1 0 497 547

11月 276 2 0 1,080 1,358

10月 174 3 101 1,102 1,380

9月 220 4 0 1,486 1,710

8月 543 0 0 1,214 1,757

7月 263 1 121 1,138 1,523

6月 275 11 0 731 1,017

5月 402 16 42 689 1,149

4月 216 9 0 648 873

元年度 一般
小・中
学生

団体 無料 合計

・展覧会
　　令和元年度企画展
　　「海野和男昆虫写真展」ほか11企画展　入場者合計数14,915人
・まなびのまち造形講座（水彩画、油彩画、日本画、陶芸、書道）
　　令和元年度受講者総数 102人

（単位：人）
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（１）小山敬三美術館、（２）高濱虚子記念館、（３）小諸高原美術館・白鳥映雪館

○　所見

・各施設の入館料について、ばらつきが見受けられる。また、常設展の入館料で企
画展も観覧できることもあり、入館料の設定について検討されたい。

・各施設の存在が市民に浸透していないように見受けられる。市の大切な文化財を
児童生徒に関心を持ってもらえるように学校教育で取り組んでいただきたい。ま
た、社会教育でも取り組んでもらえるよう各種団体との連携を強化し市民へのア
ピールを積極的に行われたい。

・虚子こもろ全国俳句大会負担金及びこもろ日盛俳句祭負担金について、負担金の
約半額が繰越金となっている。負担金の額について見直しを図られたい。

・小山敬三美術館において、厳しい財政状況ではあるが、多くの人に来館していた
だけるようバリアフリー化を検討されたい。

・多様な企画展を計画し広報も積極的に行うなど入館者の増加に向けた取組みを
行っているが、施設の運営について、指定管理、業務委託など多様な運営方法も研
究されたい。
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